
高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について 

 

１ 事業計画に定める事項 

(1) 市町村老人福祉計画（根拠法令：老人福祉法 第２０条の８）→高齢者保健福祉計画 

・市町村の区域において確保すべき老人福祉事業の量の目標 

・老人福祉事業の量の確保のための方策 

・その他老人福祉事業の供給体制の確保に関し必要な事項 

 (2) 介護保険事業計画（根拠法令：介護保険法 第１１７条） 

   ※３頁に記載の事項 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 
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ト調査・ヒアリング 

(5 月上旬～下旬) 
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次期計画策定 

議案第２号 資料 

第９期・第８期事業計画 第８期・第７期事業計画 第７期・第６期事業計画 

市民アン

ケートの

実施 

２つの計画を 

一体的に作成 



２ アンケート調査 

(1)高齢者福祉を考えるためのアンケート調査(無作為抽出) 

①一般高齢者・軽度層アンケート（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査） 2,800 通 

 対象者：要支援者・総合事業対象者・一般高齢者 

②重度層アンケート（在宅介護実態調査） 1,200 通 

  対象者：主に在宅で介護を受けている要支援・要介護認定者 

 (2) 介護支援専門員調査 

    対象：市内の居宅介護支援事業所に勤務する介護支援専門員 70 名程度 

(3) 事業所・医療機関調査 

対象：市内所在の医療機関・介護保険事業所を運営する法人 50 法人 

３ 事業所等ヒアリング 

事業所・医療機関アンケートの結果を踏まえて実施 



 

出典：厚生労働省資料 



 
出典：厚生労働省資料 



 
出典：厚生労働省資料 



 出典：厚生労働省資料 



 

出典：厚生労働省資料 



市独自設問一覧 

一般高齢・軽度層調査票（ニーズ調査票） 

設問番号 設問文 該当頁 

問１－６ 現在収入のある仕事をしていますか。 p.42 

問１－６（１） 何歳頃まで仕事をしたいですか。 p.42 

問１－７ あなたは要介護認定（※）を受けていますか。受けている方は、介護度は次のどれにあたりますか。 p.43 

問２－９（１） 自分で運転をされている方は将来的に運転免許証を自主返納したいと思いますか。 p.45 

問４－１６ 市役所からの情報は何で得ていますか。 p.48 

問４－１７ あなたが日常生活の中で困っていることは何ですか。 p.48 

問５－２ あなたにとって、どうしたら上記のような会・グループ等に参加しやすくなりますか。 p.49 

問６－１ 近所の人とはどの程度付き合いをしていますか。 p.50 

問６－６ 災害時にご自宅から避難所まで、ひとりで行くことができますか。 p.51 

問６－６（１） 避難する際に支援してくれる人はいますか。 p.51 

問６－７ 災害に備えて、あなたやご家族で取り組んでいることは何ですか。 p.51 

問７－８ 現在、定期的（２か月に１回以上）に通院していますか。 p.53 

問７－８（１） 定期的に通院している医療機関はどちらですか。 p.53 

問７－９ 安房エリアの医療について必要だと思うことはなんですか。 p.53 

問８－３ あなたがもしも認知症になったとしたら、不安に思うことはなんですか。 p.54 

問８－４ 
将来、もしもあなた自身の判断能力が不十分になったとしたら、金銭管理や様々なサービスの手続き任せられる

人がいますか。 
p.54 

問８－５ 
日常生活に不安がある方を支援する仕組みとして、社会福祉協議会が実施する「日常生活自立支援事業」があり

ます。支援の内容について、あなたが知っていることはどれですか。 
p.54 

問８－６ 
認知症等により判断能力が不十分になった方の生活や金銭管理・契約行為等を支援する仕組みとして、「成年後

見制度」があります。このことについて、あなたが知っていることはどれですか。 
p.55 

問９－１ 
高齢者が様々な社会活動に参加し、いきいきと暮らすために、あなた自身が地域で取り組みたいことはなんです

か。 
p.55 

問９－２ 
将来、もしも介護が必要になったとき、あなたはどこで介護を受けるのが理想ですか。現在、要介護状態でない

方も、寝たきり等になったと仮定してお答えください。 
p.55 

問９－３ あなたご自身は、最期をどこで迎えたいと思いますか。 p.55 

問９－４ 人生の最期に向けた活動（終活）で取り組みたいと思うものはなんですか。 p.56 

問９－５ 今後の介護保険料と介護サービスの整備のあり方について、あなたの考えに最も近いものはどれですか。 p.56 

問９－６ 今後、国や市はどのような施策に重点を置くべきだと思いますか。 p.56 



 

重度層調査票 

 

設問番号 設問文 該当頁 

問１－３ 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。 p.58 

問２－５ 現在、ご本人は定期的（２か月に１回以上）に通院していますか。 p.60 

問２－７（１） 申し込みをしている、または検討している理由は何ですか。 p.60 

問２－８ 今後の介護保険料と介護サービスの整備のあり方について、あなたの考えに最も近いものはどれですか。 p.60 

問３－１ 近所の人とはどの程度付き合いをしていますか。 p.61 

問３－２ あなたがもしも認知症になったとしたら、不安に思うことはなんですか。 p.61 

問３－３ 将来、もしもあなた自身の判断能力が不十分になったとしたら、金銭管理や様々なサービスの手続き任せられる

人がいますか。 
p.61 

問３－４ 日常生活に不安がある方を支援する仕組みとして、社会福祉協議会が実施する「日常生活自立支援事業」があり

ます。支援の内容について、あなたが知っていることはどれですか。 
p.61 

問３－５ 認知症等により判断能力が不十分になった方の生活や金銭管理・契約行為等を支援する仕組みとして、「成年後

見制度」があります。このことについて、あなたが知っていることはどれですか。 
p.62 

問３－６ 災害時にご自宅から避難所まで、ひとりで行くことができますか。 p.62 

問３－６（１） 避難する際に支援してくれる人はいますか。 p.62 

問３－７ 災害に備えて、あなたやご家族で取り組んでいることは何ですか。 p.62 

問４－１ あなたはどこで介護を受けるのが理想ですか。寝たきり等になったと仮定してお答えください。 p.63 

問４－２ あなたご自身は、最期をどこで迎えたいと思いますか。 p.63 

問４－３ 人生の最期に向けた活動（終活）で取り組みたいと思うものはなんですか。 p.63 

問４－４ 自宅での療養を難しくする要因は何だと思いますか。 p.63 

問４－５ 安房エリアの医療について必要だと思うことはなんですか。 p.64 

問４－６ 今後、国や市はどのような施策に重点を置くべきだと思いますか。 p.64 

問５－６ 主な介護者の方が初めて本人の介護に関わるようになってからどのくらい経ちますか。 p.65 

問５－７ 主な介護者の方と、ご本人の住まいとの移動時間（移動手段は問いません）はどの程度ですか。 p.66 


